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も

第
六
回
日
本
看
護
歴
史
学
会
に
出
席

し
て
多
く
の
刺
激
を
享
け
て
帰
っ
た
。

歴
史
は
お
も
し
ろ
い
。
最
初
の
頃
は
知

識
を
広
げ
た
い
た
め
に
あ
れ
こ
れ
資
料

を
漁
っ
て
い
た
学
習
段
階
か
ら
少
し
ず

つ
歴
史
的
事
実
に
触
れ
、
社
会
的
背
景

が
見
え
て
く
る
と
一
段
と
興
味
・
関
心

が
深
く
成
っ
て
く
る
。

そ
し
て
「
何
か
手
懸
け
て
み
た
い
」

と
意
欲
も
湧
く
が
そ
の
道
程
を
考
え
る

と
立
ち
疎
ん
で
し
ま
う
の
が
常
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
だ
に
関
心
も
薄
れ
ず
執
着

し
て
い
る
の
は
興
味
の
尽
き
な
い
分
野

で
あ
る
故
に
、
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
・
歴
史

学
会
へ
と
足
を
は
こ
び
新
た
な
＜
お
も

し
ろ
さ
＞
を
仕
入
れ
た
い
所
以
で
あ
る

緒
に
就
く
と
書
い
た
。
そ
れ
は
事
象

の
は
じ
め
に
何
が
あ
っ
た
の
か
、
起
こ

武
　
藤
　
美
　
知

り
の
意
図
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
知
る

こ
と
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
歴
史
の

学
び
に
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

日
頃
の
目
ま
ぐ
る
し
さ
に
気
持
ち
を

奪
わ
れ
て
い
る
と
「
は
じ
め
あ
り
き
」

も
「
い
と
ぐ
ち
」
も
兄
い
出
せ
な
い
ま

ま
問
題
意
識
に
振
り
ま
わ
さ
れ
て
客
観

的
視
野
を
狭
く
し
て
し
ま
う
、
十
数
年

も
歴
史
学
会
に
結
ば
れ
て
い
る
と
、
識

者
の
成
果
に
触
れ
て
お
の
ず
と
見
方
も

育
ま
れ
て
く
る
。

今
回
も
亀
山
・
吉
川
両
氏
の
発
表
で

日
本
の
近
代
看
護
、
と
り
わ
け
看
護
事

業
・
看
護
教
育
に
「
緒
」
を
も
た
ら
し

た
二
人
の
人
物
史
を
紹
介
さ
れ
驚
き
の

娩
山
氏
は
「
日
本
最
初
の
看
護
胡
妖

関
和
物
語
」
を
、
吉
川
氏
は
「
佐
野
常
民

の
生
涯
と
赤
十
字
看
護
教
育
」
が
テ
ー

マ
で
あ
っ
た
。

大
関
和
の
個
人
史
は
今
ま
で
「
日
本

近
代
看
護
の
夜
明
け
」
　
で
知
り
得
た
範

囲
で
あ
る
が
六
十
二
編
に
及
ぶ
参
考
資

料
、
大
関
和
を
今
こ
こ
に
具
現
す
る
か

の
よ
う
に
労
を
厭
わ
な
い
直
接
足
を
運

ん
で
の
聞
き
取
り
、
個
性
の
強
い
才
色

兼
備
の
大
関
和
像
に
更
に
何
が
加
わ
る

の
か
興
味
津
々
た
る
も
の
が
あ
る
。

緒
に
就
い
た
人
の
は
た
ら
き
に
は
強

靭
な
心
の
バ
ネ
が
必
要
で
あ
り
仕
事
の

成
果
は
そ
の
人
の
生
き
た
証
し
で
も
あ

る
が
、
大
関
の
心
の
バ
ネ
は
御
一
新
で
の

人
心
一
変
の
混
乱
を
家
族
と
と
も
に
経

験
し
た
時
に
国
家
老
で
あ
っ
た
父
の
言

葉
と
出
自
の
誇
り
で
あ
ろ
う
か
、
い
ず

れ
に
し
て
も
亀
山
氏
に
よ
っ
て
歴
史
発

見
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

佐
野
常
民
イ
コ
ー
ル
博
愛
社
（
日
本

赤
十
社
の
前
身
）
　
の
創
設
者
と
い
う
一

般
的
な
理
解
に
立
っ
て
い
る
が
、
吉
川

氏
は
赤
十
字
看
護
教
育
に
着
手
し
た
佐

野
常
民
を
ど
の
よ
う
に
発
見
を
し
て
我

々
に
示
し
て
く
れ
る
の
か
、
興
味
の
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
楽
し
み
で
あ
る
。

『
石
黒
思
慮
　
懐
旧
九
十
年
』
に
看
護

婦
養
成
の
始
り
は
相
当
な
苦
労
が
あ
っ

た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

殊
に
石
黒
子
爵
が
陸
軍
軍
医
で
あ
っ

た
当
時
、
自
分
の
職
分
は
兵
隊
の
母
た

る
任
務
が
あ
る
と
自
覚
し
て
傷
病
兵
が

重
態
に
な
っ
た
時
に
女
性
の
や
わ
ら
き

手
で
看
護
す
る
の
で
な
け
れ
ば
親
切
な

用
意
周
到
な
看
護
は
出
来
な
い
と
し
て

陸
軍
官
憲
で
は
看
護
婦
の
養
成
は
ま
だ

出
来
な
い
の
で
日
本
赤
十
字
社
で
養
成

し
、
戦
時
・
平
時
に
も
重
病
者
に
看
護

婦
を
つ
け
る
と
い
う
計
画
を
も
っ
て
い

た
。す

で
に
高
木
兼
寛
に
よ
っ
て
有
志
共

立
東
京
病
院
で
看
護
婦
養
成
が
始
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
、
日
本
の
国
際
赤
十
字

条
約
加
入
・
赤
十
字
社
の
創
立
を
機
に

篤
志
看
護
婦
人
会
が
組
織
さ
れ
た
こ
と

で
看
護
婦
養
成
事
業
が
「
緒
」
に
就
い

た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
看
護
婦

養
成
に
尽
力
し
た
の
は
橋
本
網
常
・
高

木
兼
寛
医
師
と
石
黒
子
爵
自
身
で
あ
っ

て
佐
野
常
民
の
名
は
登
場
し
て
い
な
い
。

赤
十
字
社
創
立
の
中
核
委
員
で
あ
り
社

長
職
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
ど
の
よ
う

な
関
与
の
し
か
た
で
看
護
婦
養
成
に
着

手
し
た
の
か
、
理
想
の
看
護
婦
像
を
描

い
て
い
た
の
か
知
り
た
い
。

吉
川
氏
の
卓
抜
な
資
料
発
掘
に
よ
っ

て
百
年
前
の
事
の
は
じ
ま
り
が
明
ら
か

に
な
る
日
も
近
い
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
が
緒
に
就
い
た

の
も
亀
山
・
吉
川
氏
の
功
績
大
で
あ
る

こ
と
を
つ
け
加
え
た
い
。
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代
表
幹
事
亀
山
美
知
子

第
六
回
大
会
は
八
月
二
二
日
の
内
海

孝
東
京
外
大
助
教
授
の
講
演
が
好
評
の

う
ち
に
終
了
。
続
い
て
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
事
項
中
、
来
年

度
の
活
動
方
針
と
し
て
、
一
昨
年
よ
り

引
き
続
き
研
究
者
と
し
て
の
基
礎
を
築

く
た
め
の
体
制
づ
く
り
、
お
よ
び
昨
年

の
保
健
婦
五
〇
年
に
関
連
し
、
保
健
婦

史
に
関
す
る
史
料
集
成
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
設
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
等
が

提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
既
報
の
と
お
り
来
期
の
幹
事

選
挙
の
実
施
が
確
認
さ
れ
、
三
名
の
選

挙
管
理
委
員
の
選
出
と
承
認
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
　
（
別
項
参
照
）
。

尚
、
会
報
第
二
言
写
お
よ
び
ヒ
月
二

五
目
付
号
外
で
発
表
で
き
な
か
っ
た
大

会
第
二
日
日
の
会
員
に
よ
る
研
究
発
表

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

「
佐
野
常
民
の
生
鉦
と

赤
十
字
看
護
教
育
」

吉
川
龍
子

「
大
関
和
の
伝
記
を
ま
と
め
る
ま
で
」

亀
山
美
知
子

※
同
日
の
昼
食
会
で
は
会
員
、
非
会
員

の
別
な
く
自
己
紹
介
等
で
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

六
分
科
会
開
催
し
、
各
分
科
会
で
は

話
題
提
供
に
引
続
き
、
研
究
に
関
連
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

一
　
近
代
看
護
史
救
世
軍
と
社
会
事
業

－
医
療
・
看
護
活
動
を
中
心
に
ー

話
題
提
供
者
　
小
山
千
加
代

参
加
苦
は
四
名
。
①
英
国
に
お
け
る

救
世
軍
創
立
の
社
会
的
背
景
　
㊥
日
本

に
お
け
る
救
世
軍
創
設
活
動
の
開
始
と

医
療
・
看
護
活
動
開
始
ま
で
の
経
緯

③
救
世
印
の
医
療
・
看
護
活
動
・
教
育

の
概
要
に
つ
い
て
報
告
。
救
世
軍
が
伝

道
活
動
の
手
段
と
し
て
軍
隊
組
織
を
と

っ
た
の
は
何
故
か
？
大
正
六
年
開
始
の

肴
護
教
育
の
実
際
は
？
等
が
検
討
さ
れ

た
。今

後
の
課
題
と
し
て
　
①
救
世
軍
が

軍
隊
組
織
を
と
っ
た
理
由
を
明
確
に
す

る
　
㊥
看
護
婦
養
成
の
意
図
と
教
育
の

実
際
を
調
べ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。

二
　
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
我
が
国
へ
の

受
容話

題
提
供
者
　
吉
川
　
龍
子

参
加
者
は
十
五
名
。
①
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
と
日
本
の
看
護
職
者
や
一
般
の
人

々
と
の
関
係
に
関
す
る
先
行
研
究
の
報

渡
　
部
　
尚
　
子

高
　
橋
　
み
や
子

告
　
㊥
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
受
け
入
れ

ら
れ
方
の
時
期
に
関
す
る
検
討
　
③
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
受
容
に
つ
い
て
報
告
。

受
け
入
れ
ら
れ
方
の
時
期
は
、
一
次
、

日
赤
の
岩
井
等
の
文
書
、
伝
記
に
現
れ

る
「
と
り
入
れ
の
時
期
」
と
二
次
、
N
O
訂
s

O
n
 
N
u
r
s
5
．
g
の
出
版
以
降
、
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
の
本
が
読
み
初
め
ら
れ
た
時

期
に
分
類
で
き
る
の
で
は
な
い
か
？
研

究
の
課
題
と
視
点
、
研
究
方
法
等
が
検

討
さ
れ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
㊥
N
O
訂
s
 
O
n

N
u
r
s
5
．
g
の
日
本
語
訳
の
変
遷
を
何
時

か
ら
、
何
故
と
い
う
視
点
で
み
る

㊥
受
容
の
概
念
を
明
確
に
す
る
等
が
あ

げ
ら
れ
た
。

三
　
日
赤
の
看
護
－
昭
和
初
期
の
看
護

技
術
教
育

話
題
提
供
者
　
山
本
　
捷
子

参
加
者
は
六
名
。
日
赤
の
昭
和
初
期

の
看
護
　
（
救
護
看
護
婦
養
成
所
）
　
の
実

態
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
結
果
の
報

告
。
日
赤
病
院
の
特
殊
性
や
当
時
の
医

療
レ
ベ
ル
か
ら
み
て
手
と
眼
を
か
け
た

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
ケ
ア
が
中
心
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
徒
弟
的
、
模
倣
的
訓

練
で
あ
っ
た
た
め
、
年
次
を
経
る
に
し

た
が
い
技
術
が
そ
の
本
質
を
失
い
形
骸

化
し
て
行
っ
た
と
変
化
の
経
緯
が
報
告
。

今
後
の
課
題
と
し
て
　
①
他
の
日
赤

病
院
の
看
護
・
技
術
・
教
育
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
。
㊥
女
性
史
の
視
点
か
ら
、
日
赤

の
看
護
教
育
史
を
と
ら
え
る
と
ど
う
な

る
か
等
が
あ
げ
ら
れ
た
。

四
　
現
代
看
護
史
－
ア
メ
リ
カ
帰
国
後

十
年
を
顧
み
て

話
題
提
供
者
　
大
村
　
春
子

参
加
者
は
五
名
。
①
地
域
と
接
点
を

も
っ
た
看
護
活
動
と
し
て
地
域
女
性
グ

ル
ー
プ
と
の
関
わ
り
・
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
と
の
関
わ
り
・
外
国
人
看
護
婦
の
会

へ
の
関
わ
り
を
あ
げ
、
具
体
的
活
動
と

し
て
、
神
奈
川
の
女
性
史
編
纂
・
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
へ
の
健
康
教
育
と
グ
ル
ー

プ
活
動
の
場
と
し
て
自
宅
の
開
放
・
厚

生
省
や
県
と
の
パ
イ
プ
役
等
が
報
告
。

㊥
日
本
の
看
護
婦
へ
、
看
護
婦
本
来
の

看
護
の
仕
事
を
す
る
た
め
に
看
護
管
理

の
検
討
が
必
要
。
看
護
教
育
を
受
け
た

者
と
し
て
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
、
病

院
に
勤
務
し
な
く
と
も
そ
の
立
場
か
ら

社
会
に
役
立
つ
こ
と
が
必
要
と
提
言
。

五
　
看
護
教
育
史
－
看
護
技
術
に
み
る

清
潔話

題
提
供
者
　
高
橋
　
典
子

参
加
者
は
九
名
。
国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
看
護
関
係
図
書
二
十
八
冊
（
内
訳

明
治
時
代
十
五
冊
、
大
正
六
冊
、
昭
和
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七
冊
）
中
の
、
清
潔
に
関
す
る
記
述
内

容
の
検
討
に
よ
り
、
明
治
時
代
か
ら
現

代
ま
で
の
清
潔
ケ
ア
の
変
遷
に
つ
い
て

報
告
。
ヘ
レ
ン
・
E
・
フ
レ
ー
ザ
ー
の
清

潔
ケ
ア
の
記
述
は
詳
細
で
、
現
在
の
本

と
大
差
な
く
、
ま
た
、
訳
本
に
は
薬
浴

に
関
す
る
記
述
も
多
い
と
報
告
さ
れ
た

今
後
の
課
題
と
し
て
　
①
当
時
行
わ

0

れ
て
い
た
ケ
ア
の
聴
き
取
り
調
査

㊥
変
遷
を
体
験
し
た
肴
護
婦
の
体
験
を

ま
と
め
る
。
㊥
庶
民
の
清
潔
習
慣
の
変

遷
の
調
査
等
が
あ
げ
ら
れ
た
。

六
　
助
産
史
－
助
産
婦
　
丸
エ
キ
氏
の

歩
ん
だ
遺

話
題
提
供
者
　
豊
田
淑
恵
・
岡
崎

寿
美
子
・
ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子

参
加
者
は
五
名
。
個
人
史
研
究
で
、

丸
山
氏
の
大
正
時
代
か
ら
現
在
に
い
た

る
助
産
婦
職
業
歴
の
聞
き
取
り
調
査
結

果
の
報
告
。
同
氏
の
生
い
立
ち
か
ら
産

婆
志
向
へ
の
動
機
、
産
婆
教
育
機
関
と

教
育
内
容
、
資
格
取
得
と
就
職
後
の
活

動
状
況
・
役
割
拡
大
、
そ
の
変
遷
（
産

院
勤
務
1
開
業
1
保
育
所
付
加
）
、
戦

時
災
害
時
の
助
産
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
知
ら

れ
ざ
る
技
術
等
々
が
報
告
さ
れ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
　
①
個
人
史
か

ら
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
聞
き
取
り

調
査
で
、
転
機
や
意
志
決
定
に
関
わ
る

因
子
を
分
析
す
る
　
㊤
取
材
の
範
岡
を

拡
大
し
、
周
辺
の
地
域
の
特
性
や
社
会

背
景
の
史
料
を
取
集
す
る
等
が
あ
げ
ら

れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

日本看護歴史学会1992年度予算案

収　入　の　部　（単位円）
頭　 目 予 琴 額 摘　　 要 再昨度決算琴】＿

前 年 度 練 り画 ，▼‾

し金

9 19，1．63

●

308 ，978

会　　 費 6 00，0 00 1 5 0 ×4 ，0 00 1，058 ，000

寄 付 金そ の 他

の 収 入

10，00 0 3 9 ，896

合　　 計 1，529，163 1，40 6，874

（単位　円）
支　出　の　部

項　　 目 予 算 額 摘　　 要 前年度決算額

事務経費 220，000
幹事改選

144，774

印　 刷　 費 （50，000） （370）

（144，404）

通 信 費

事務用品費

（150，000）

（20，000）

会報3回

学会誌1回

幹事改選

酪垂仝開催費 100，000 44，200

出　 版　 費 300，000
年3回

61，800

会報発行費 （100，000） （61，800）

学会誌発行

費

（200，000） 年 1回 （　　 0）

套畠名簿費 30，000 1回／3年 0

総　 会　 費 50，000 50，000
分科‾‾会費 20，000 6，687

予　 備　 費 809，163 前年度学会

誌発行費

（18万円）・

発送費未執

行分を含む

180，250

合　　 計 1，529，163 487，711

日本看護歴史学会1991年度会計報告

収　入　の　部　（単位円）
項　　　 目 予軍鱒 決算額 差し引き額

満 面 度繰り越 し金 308，978 308，978 0
会　 頭 450，000 1，058，000

88会費 1人

89会費 12人

90会費 44人

91会費128人

92会費125人

608，000

寄付金その他 10，000 39，896 29，896

の収入 会孝志等売上

17，400
利子 2，496
広告料

20，000

合　　　 計 768，978 1．406，874 637，896

（単位　円）
支　出　の　部

項　　　 目 予算額 決算額 差し引き額

事務経費 120，000 144，774 ▲24，774　ヽ

印　 刷　 費 （20，000） （370）

通 信 費

事務用品費

（100，000‘） （－144，404）

幹事会開催費 100，000 44，200 55，800

出 版 費 280，000 61，800 218，200

会報発行費

学会誌発行費

（100，000）

（180，000）

（61，800）

11号30，900
12号30，900

（0）

会員名簿費 0 1回／3 年 0

総　 会　 費 50，000 50，000 0

分 科 会 費 20，000 6，687 13，313

予　 備　 費 198，978 180，250
（学会誌4号）

18，728

合　　　 計 768，978 487，711 281，267

次年度への繰り越し額実収入額1，406，874円一実支出額487，711円＝919、163円 －3－
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日
本
看
護
歴
史
学
会
に

参
加
し
て

測
井
喜
美
恵

私
は
こ
の
会
に
入
っ
て
3
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
初
回
の
と
き
は
、
中
央
日

赤
講
堂
で
2
0
年
前
に
学
習
さ
せ
て
頂
い

た
場
所
（
現
在
の
日
本
赤
十
字
看
護
大

学
）
で
歴
史
学
会
が
あ
る
こ
と
を
知
り

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
時
（
．

6
0

年
代
）
は
病
院
ス
ト
が
あ
り
、
こ
の
場

で
目
前
に
し
た
こ
と
と
同
時
期
ぐ
ら
い

に
「
素
顔
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
」
を
朝

日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
投
稿
な
さ
れ
た
磯
野

富
士
子
先
生
の
記
事
が
私
の
記
憶
に
強

く
残
っ
た
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
以
来
フ
ロ
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
に
傾
倒
し
て
ゆ
き
7
0
年
代
に
発
足

し
た
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
研
究
会
に
も
入

会
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
こ
の
懐
し
い

場
所
で
学
習
基
点
に
戻
っ
て
入
会
し
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
は
吉
川
龍
子
先
生
の

と
こ
ろ
に
入
り
ま
し
た
。
先
生
は
そ
の

と
き
、
「
歴
史
研
究
は
歩
け
コ
ロ
ジ
ー

で
あ
る
」
と
云
わ
れ
た
こ
と
が
心
に
残

り
ま
し
た
。
次
年
度
は
参
加
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
年
度
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
ロ
ン
ド
ン

に
資
料
と
調
査
の
目
的
で
行
っ
て
参
り

ま
し
た
が
学
会
迄
に
は
整
理
出
来
ず
に

出
席
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
ミ

ュ
ジ
ア
ム
を
数
カ
所
巡
る
の
に
手

続
き
が
難
し
く
な
り
、
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
ミ
ュ
ジ
ア
ム
を
経
由
し
な

け
れ
ば
調
査
資
料
収
集
が
難
し
い

こ
と
が
今
回
で
解
り
ま
し
た
。

此
の
度
の
学
会
も
私
に
は
大
き

な
収
穫
を
得
ま
し
た
。
ゼ
ミ
「
歴

史
研
究
と
そ
の
方
法
」
を
講
演

さ
れ
た
内
海
孝
先
生
の
吸
い
込

ま
れ
て
る
よ
う
な
お
話
と
物
の

見
方
、
考
え
方
を
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
最
後
に
歴
史
学
を
い
か

に
実
り
豊
か
に
す
る
か
は
　
①
徹

底
的
に
資
料
収
集
す
る
こ
と
。
㊥

資
料
の
中
か
ら
問
題
を
兄
い
出
し

て
研
究
を
発
展
さ
せ
る
と
云
わ
れ

資
料
発
掘
す
る
必
要
等
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
吉
川
龍
子
・
亀
山
美

知
子
両
先
生
の
個
人
の
生
涯
と
伝

記
に
つ
い
て
の
調
査
の
探
索
と
時

間
、
語
ら
れ
る
な
か
か
ら
学
ぶ
点

と
ご
苦
労
が
伝
わ
っ
て
釆
ま
し
た
。

各
班
の
意
義
あ
る
発
表
が
な
さ
れ
、

次
年
度
ま
で
の
課
題
を
も
っ
て
終

了
し
た
こ
と
は
、
私
に
継
続
の
学

習
を
与
え
ら
れ
た
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
会
に
入
り
よ
り
多

く
の
人
々
の
意
見
を
吸
収
し
、
学

術
的
探
求
に
資
す
る
た
め
の
力
を

養
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
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ま
す
。
そ
し
て
一
人
一
人
の
力
で

こ
の
学
会
の
存
在
を
確
実
な
も
の

と
し
て
ゆ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

歴
史
の
世
界
を

垣
間
見
て

非
会
員
　
岸
根
滋
子
、
佐
藤

幸
子
、
南
出
成
子

（
京
大
病
院
）

と
に
か
く
、
内
海
先
生
の
お
話

は
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
歴
史
研
究

を
す
る
際
の
関
心
の
持
ち
方
、
視

野
の
広
げ
方
を
教
え
ら
れ
た
。

こ
の
と
こ
ろ
、
目
ま
ぐ
る
し
い

変
化
を
見
せ
る
国
内
外
の
情
勢
の

中
に
あ
っ
て
、
何
か
あ
せ
り
を
感

じ
、
現
実
に
お
く
れ
ま
い
、
新
し

い
知
識
を
吸
収
し
な
け
れ
ば
…
と

い
う
思
い
に
追
わ
れ
て
い
る
気
が

す
る
。
そ
の
一
方
で
、
何
か
忘
れ

て
い
る
よ
う
な
、
何
か
を
失
な
っ

て
い
る
よ
う
な
不
安
も
感
じ
て
い

る
。
「
温
故
知
新
」
と
よ
く
言
う

し
、
そ
の
大
切
さ
も
、
よ
さ
も
知

っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
な

か
な
か
実
行
す
る
の
は
む
つ
か
し

い
。
し
か
し
、
こ
の
歴
史
を
探
る

作
業
の
中
で
は
、
ま
さ
に
、
古
き

を
訪
ね
、
新
し
き
を
知
る
と
い
う

こ
と
の
楽
し
さ
、
体
験
で
き
な
い

時
代
に
思
い
を
馳
せ
、
過
去
へ
の

道
を
た
ど
り
な
が
ら
、
見
果
て
ぬ
未
来

へ
の
夢
と
は
違
っ
た
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
。

脳
細
胞
の
、
あ
る
い
は
、
心
の
、
梗
塞

状
態
に
な
っ
た
部
分
に
新
し
い
血
液
を

送
り
こ
む
よ
う
な
意
味
あ
い
と
お
も
し

ろ
さ
が
あ
っ
て
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
、

い
や
、
人
間
に
と
っ
て
の
価
値
あ
る
こ

と
だ
と
思
う
。
起
源
、
す
じ
み
ち
、
事

実
を
知
っ
て
、
時
代
の
中
で
の
変
遷
を

知
り
、
私
達
が
受
け
つ
ぐ
べ
き
も
の
が

鮮
明
に
な
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
気
が
す
る
。

こ
の
作
業
を
す
る
に
は
、
熱
意
、
関

心
、
行
動
力
、
思
考
の
自
由
、
脚
力
が

必
要
と
さ
れ
、
健
全
な
心
身
を
持
た
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。

〃
い
つ
〃
と
か
、
〃
ど
ん
な
ふ
う
に
〃

と
か
、
〃
生
活
基
盤
が
な
く
て
は
〃
と

か
い
ろ
い
ろ
迷
っ
て
い
た
ら
進
め
な
く

な
っ
て
し
ま
う
が
、
す
べ
て
自
分
と
の

闘
い
で
あ
り
、
自
分
発
見
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
行
動

を
起
こ
さ
れ
て
い
る
方
々
に
は
敬
服
す

る
ば
か
り
で
あ
る
。

4
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幹
事
選
挙
公
示
の
お
し
ら
せ

去
る
八
月
二
二
日
の
総
会
の
場
で
、

本
会
幹
事
の
改
選
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
き
、
本
会
会
則
第
七
条
に
基

き
、
今
年
度
中
に
次
期
幹
事
の
選
挙
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

尚
「
日
本
看
護
脛
史
学
幹
事
選
挙
規

則
」
　
に
基
き
、
本
会
報
の
発
行
日
を
も

っ
て
幹
事
選
挙
公
示
日
と
し
ま
す
。
従

っ
て
、
投
票
期
間
は
発
行
日
か
ら
三
カ

月
後
の
一
九
九
三
年
一
月
一
日
　
（
当
日

消
印
有
効
）
　
ま
で
と
な
り
ま
す
。

投
票
は
、
同
封
の
投
票
用
紙
を
使
用

し
、
幹
事
に
適
任
と
思
う
会
員
の
名
前

を
一
〇
名
連
記
し
、
同
封
の
投
票
所
宛

の
封
筒
に
入
れ
、
投
票
期
限
ま
で
に
郵

送
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
〇
名
以
上
連
記
さ
れ
た
場
合
は
、
無

効
と
な
り
ま
す
の
で
御
注
意
下
さ
い
。

日
本
看
護
歴
史
学
会

幹
事
選
挙
規
約

選
挙
管
理
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

幹
事
選
挙
の
実
施
に
伴
い
、
次
の
三

名
の
方
々
が
選
挙
管
理
委
員
と
な
る
こ

と
が
総
会
の
場
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
鵜
沢
陽
子
氏
（
投
票
所
担
当
）

花
島
貝
子
氏

滝
沢
遺
子
氏

以
上

第
一
条
　
日
本
看
護
歴
史
学
会
の
幹
事

の
定
数
は
一
〇
名
と
す
る
。

第
二
条
　
選
挙
人
お
よ
び
被
選
挙
人
の

資
格
は
、
幹
事
選
挙
の
行
わ
れ
る
年

度
に
発
行
さ
れ
る
日
本
看
護
歴
史
学

会
会
‥
〓
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
者

と
す
る
。

第
三
条
　
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
改
選

の
年
に
開
催
さ
れ
る
総
会
の
場
で
会

員
よ
り
選
出
さ
れ
た
三
名
の
選
挙
管

理
委
員
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
。
選

挙
管
理
委
員
の
任
期
は
、
新
幹
事
の

承
認
が
行
な
わ
れ
た
時
ま
で
と
す
る
。

第
四
条
　
幹
事
選
挙
の
公
示
は
日
本
看

護
歴
史
学
会
会
報
の
紙
上
に
お
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
条
　
幹
事
選
挙
の
投
票
は
選
挙
管

理
委
員
会
の
規
定
す
る
投
票
用
紙
を

使
用
し
、
一
〇
名
を
連
起
し
、
日
本

看
護
歴
史
学
会
幹
事
選
挙
投
票
所
へ

無
記
名
で
郵
送
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
　
投
票
期
間
は
会
報
の
発
行
日

よ
り
三
カ
月
間
と
し
、
そ
の
最
終
日

当
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と

す
る
。

第
七
条
　
開
票
の
結
果
、
得
票
順
に
上

位
一
〇
名
の
者
を
幹
事
と
す
る
。
選

挙
管
理
委
員
会
の
確
認
後
、
辞
退
者

の
あ
っ
た
場
合
は
高
得
点
の
者
よ
り

順
次
繰
り
上
げ
、
一
〇
名
と
す
る
。

第
八
条
　
第
一
〇
位
の
者
が
複
数
以
上

あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
該
当
者
は
す

べ
て
幹
事
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。

選
挙
後
一
年
を
経
て
幹
事
の
中
か
ら

欠
員
が
生
じ
た
場
合
の
次
点
者
繰
り

上
げ
は
原
則
と
し
て
認
め
な
い
。

第
九
条
　
幹
事
選
挙
の
結
果
は
、
選
挙

後
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
発
行
さ
れ

る
日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
紙
上
に

発
表
す
る
も
の
と
し
、
幹
事
の
承
認

は
総
会
の
場
で
行
な
う
。

第
一
〇
条
　
新
た
に
選
出
さ
れ
た
幹
事

は
そ
の
年
度
内
に
前
任
者
よ
り
事
務

の
引
き
継
ぎ
を
行
な
い
、
次
年
度
よ

り
幹
事
の
任
務
を
遂
行
す
る
。

付
則
一
本
規
則
の
改
廃
は
総
会
の
場

で
三
分
の
二
以
上
の
会
員
の
支
持
の

あ
っ
た
場
合
に
成
立
す
る
。

付
則
二
　
本
規
則
は
一
九
八
九
年
八
月

二
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

以
上

尚
、
選
挙
人
、
被
選
挙
人
の
資
格
は

年
会
費
（
九
二
年
度
よ
り
四
千
円
）
　
を

納
め
た
者
で
あ
り
、
三
年
以
上
滞
納
し

た
者
は
失
格
と
な
り
ま
す
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
誌

へ
の
投
稿
に
つ
い
て

本
会
の
機
関
誌
で
あ
る
『
日
本
看
護

歴
史
学
会
誌
』
の
投
稿
〆
切
り
が
、
今

年
も
約
三
カ
月
後
に
迫
っ
て
参
り
ま
し

た
・。
投
稿
規
程
に
つ
い
て
は
、
入
会
時

に
お
渡
し
し
て
い
る
会
則
、
選
挙
規
約

等
と
共
に
公
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
念

の
た
め
に
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

論
文
は
未
発
表
の
も
の
で
、
B
五
判

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
、
五
〇

枚
以
内
。
要
旨
を
一
、
二
枚
添
付
す
る
。

題
目
に
は
必
ら
ず
英
文
表
題
を
付
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
掲
載
料
を
徴
収
す

る
こ
と
も
あ
る
、
な
ど
で
す
。

◆
応
募
〆
切
日
毎
年
二
一
月
二
〇
日

◆
原
稿
送
付
先

1

6
0
東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
三
五

慶
応
義
塾
看
護
短
期
大
学

藤
村
龍
子
気
付
編
集
委
員
会
宛

会
費
納
入
の
お
ね
が
い

一
九
九
二
年
度
よ
り
、
会
費
年
額
四

千
円
に
な
り
ま
し
た
。
会
費
を
三
年
以

上
未
納
の
方
は
退
会
者
と
み
な
し
ま
す

の
で
御
注
意
下
さ
い
。
．

郵
便
振
替
口
座
京
都
一
－
五
二
一
八
五

日
本
看
護
歴
史
学
会

5
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
新
入
会
員
紹
介

高
橋
富
士
子
5

6
5
吹
田
市
青
山
台
丁

ニ
ー
C
2
9
－
一
〇
二

中
嶋
祥
子
4

91
ザ
宮
市
萩
原
字
河
原

崎
七
九
一
宮
市
立
看
護
専
門
学
校

江
澤
千
鶴
子
2
7
9
浦
安
市
当
代
島
三
－

四
－
三
二
葛
南
病
院
付
属
看
護
専

門
学
校

城
ケ
端
初
子
6
1
1
宇
治
市
小
倉
町
雨
滴

一
〇
五
－
二
一

◆
退
会
者

前
坂
外
喜
子
、
大
石
浩
子
、
小
野
清
美
、

田
頑
み
ど
り
（
旧
姓
西
川
）
、
谷
王
子
、

藍
原
キ
ミ
ヨ
、
岡
崎
コ
ナ
ヲ
、
金
谷
幸
子
、

安
岡
理
字
、
城
井
美
子

◆
改
姓

平
井
真
由
美
1
澤
田
真
由
美

滝
本
美
佐
子
1
野
矢
美
佐
子

（
以
上
敬
称
略
）

※
今
回
は
名
簿
発
行
に
伴
い
、
住
所
変

更
は
省
略
し
ま
す
。

『
流
れ
の
ま
ま
に

ー
　
一
看
護
婦
の
あ
ゆ
み
』

会
員
高
岡
ス
ミ
子
さ
ん
は
．
本
会
の
長

老
格
で
す
が
、
そ
の
長
い
看
護
婦
と
し

て
の
あ
ゆ
み
を
こ
の
た
び
自
費
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
前
作
罰
私
の
ふ
る
さ
と
記
』

の
続
篇
と
し
て
、
ま
た
戦
中
戦
後
の
看

護
史
と
し
て
度
重
な
記
録
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
直
接
高
岡

さ
ん
へ
　
（
会
員
仙
8
7
－
〇
九
〇
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
人

二
一
月
発
行
予
定
の
学
会
誌
の
た
め

に
昨
年
の
丸
山
博
先
生
の
講
演
の
テ
ー

プ
起
こ
し
を
し
て
下
さ
っ
た
の
は
五
十

嵐
節
さ
ん
。
今
回
発
行
の
会
員
名
簿
を

ワ
ー
プ
ロ
で
作
っ
て
ド
さ
っ
た
の
は
高

橋
典
子
さ
ん
。
お
二
人
と
も
爽
や
か
に

志
願
さ
れ
た
も
の
で
す
。
多
謝
多
謝
／

校
正
用
冊
子
が

行
方
不
明
に
／

八
月
二
三
日
の
大
会
会
場
で
見
本
と

し
て
出
品
し
た
　
『
大
風
の
よ
う
に
生
き

て
・
1
1
大
関
和
物
語
』
　
の
校
正
刷
が
四

部
行
方
不
明
に
な
り
ま
し
た
。
お
持
ち

の
方
は
事
務
局
ま
で
お
返
し
下
さ
い
。

編
　
集
　
後
　
記

八
月
、
大
会
が
終
る
と
、
久
々
に
お

目
に
か
か
っ
た
会
員
諸
氏
と
の
心
温
ま

る
交
流
の
と
き
を
心
の
バ
ネ
に
日
常
生

活
へ
と
戻
り
は
じ
め
る
。

で
も
、
そ
の
半
面
で
寂
し
い
思
い
も

す
る
。
名
簿
で
は
お
名
前
を
空
ん
じ
る

こ
と
が
で
き
る
く
ら
い
に
多
く
の
方
々

と
接
し
て
い
て
も
、
六
回
目
の
大
会
に

も
全
く
お
顔
の
見
え
な
い
方
も
あ
る
。

見
ず
知
ら
ず
の
方
で
も
、
ど
う
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。

ぜ
ひ
、
一
度
は
大
会
に
出
て
来
て
頂
き

た
い
と
心
よ
り
思
う
昨
今
で
あ
る
。（か）
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